
 

 

ハイスループット粉体プロセス開発のためのプロセス・インフォ

マティクス〜データ駆動/仮説駆動ハイブリッド型研究に向けて

〜 

長藤 圭介（東京大学 大学院工学系研究科） 

日本のものづくり産業を支える材料開発およびプロセス開発には，海外の研究開発スピードの猛進

に対して，さらなる強化が求められている．2012年以降，世界的なマテリアルズインフォマティクス

の流れの中で計算科学やマルチスケール解析技術が発展してきた中で，近年，実験ベースのマテリア

ル探索手法の研究が活発に行われており，触媒材料 1)，有機材料 2)，無機材料 3)において実証がなされ

ている．マテリアル探索において，その試作のためのプロセスは欠かせないのに加え，マテリアル開

発の下流に位置するプロセス開発は，量産化・製品化につなぐ重要な位置にある．またプロセスは多

岐にわたり，プロセス手法の選定とプロセスパラメータの探索は，マテリアルのそれに比べてはるか

に場合の数が多い．よってハイスループットプロセス開発のためには，これまでの人依存の研究手法

から脱却し，データ駆動型手法を取り入れた新しい手法が求められている． 

下図は，蓄電池，燃料電池，水電解装置など，これから日本の基幹産業として期待されるデバイス

の生産技術の基盤である粉体プロセスを例に，自律探索システム 4,5)を取り入れたデータ駆動/仮説駆

動ハイブリッド研究の概念を示したものである．たとえば，ベイズ最適化を用いたプロセスパラメー

タ探索システム 5)は，ハイスループット探索手法として期待される．一方で，前述したように，無限

ともいえるパラメータ空間から最適値を得るには，それらデータ駆動手法を用いるだけでなく，従来

の人中心の仮説駆動手

法のループにそれを取

り込んだ新しいハイブ

リッド型研究開発手法

が必須であり，粉体の

みならず様々なプロセ

スに適用・実践し，日

本の研究開発の共通基

盤技術として推進して

いく必要がある 6)． 
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